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技術検討会13年の記録

History of Technical Seminar for 13 years

　浜田　忠昭＊

Tadaaki Hamada

　気象衛星センター「技術検討会」は、昭和51（1976）

年10月６日午後第１回の会が開催されて以来、昭和63

年３月17日の最終会までおよそ13年間、153回開催され

た。記念すべき第１回の発表者は、山本孝二氏（現在

気象庁観測部管理課長）で、題目は「人工衛星による

海面水温の抽出」であった（第１図ａ）。

　当時当センターは、まだ発足しておらず、組織的に

は気象庁総務部気象衛星課気象衛星センター準備室の

名称で、村山信彦準備室長はじめ約80名の職員が、我

国初の静止気象衛星「ひまわり」の通信とデータ処理

システム（GMSS）の完成を目ざしていた。センター

のデータ処理システムの開発工程はプログラム製作に

入ってはいたが、特に最終プロダクトを作成するため

のプログラムについてはまだアルゴリズムの決ってい

ない部分も多く、知識の吸収やディスカッションの場

が必要であった。プログラム開発・試験用に設置され

た大型計算機も順調に稼動する様になってきたこの時

期に「技術検討会」が始められたのは当然のなりゆき

でもあった。第３回まで終了した後、当時の世話人木

村光一氏から発表者募集のお知らせ（第２図）が出さ

れている。それによると、発表内容は

●現在の業務、勉強会の中間報告、成果報告

●業務とは無関係だが共通の話題となるものの発表

●出張、学会等の出席報告

●学会発表の予行演習

●その他何でも

とうたわれている。これを著者なりに要約すると「共

通の話題となれば何でも」ということになる。

　全153回の発表者､題目等のリストは、付録１に示す

とおりである。残念ながら昭和56（1981）年度に開催

された第75回から第80回までの６回分は資料が残され

てなく、その内容は不明である。付録２に153回の技術

検討会の事務局としての役目を果して来た世話人の氏

名を示した。

　発表件数の推移を第３図に示す。 1978年４月６日に

は「ひまわり（１号）」のプロダクト作成の現業運用が

開始され、それから数年間頻繁に開催されている。そ

の間の発表内容は、衛星の雲写真の解析、計算機プロ

ダクトの検証、プロダクトを利用した解析、プロダク

トの改善のための調査等多岐にわたっている。当時の

職員の、新しいシステムヘ向って行く姿、日本で始め

ての雲写真やプロダクトヘの貪欲なまでの興味がうか

がわれる。

　その後は15件程度の発表数が続いている。 1988年３

月17日には、第153回技術検討会が開かれ13年間の幕を

閉じた。その年の４月からは「技術談話会」として『共

通の話題となれば何でも』発表できる場が残されてい

る。気象衛星センターの職員がここで討論を重ね将来

のシステムの改良、開発につながることを期待する。

謝　　辞

　本報告をまとめるにあたって、資料が残されてなく

不明となっている部分について気象協会中村繁氏（元

システム管理課長）、松橋史郎氏（元データ処理課長）

に当時のメモ等を調べて頂いた。残念ながら不明部分

の解消には至らなかったが、多くの努力をして頂いた

事を付記し感謝致します。

　付録１の作成にはアルバイトの中村隆子氏と矢田智

子氏の協力を得ました。感謝致します。

＊　気象衛星センターシステム管理課、Meteorological SatelliteCenter.
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３０

２０

１０

０

77　　78　　79　80　　81　　82　　83　　84　85　　86　87　88年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西　暦

　　　　　　　　第３図　技術検討会発表件数

1976
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付録１　気象衛星センター技術検討会一覧表

１９７６年１０月～１９８８年３月

回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 9 7 6 (昭和５１）年

１ 10月６日 磁気ﾃづ庫 山木孝二 人工衛星による海面水温の抽出

２ 10月19日 会議室 寺内気象衛
星課長

CAS (Commisionfor AtmosphericSciences:大
気科学委員会）の出席報告

３ 11月４日 パンチ室 浜田忠昭 風計算国際比較作業におけるＳＭＳ画像の位置合わせについて

４ 11月18日 磁気ﾃｰﾌﾞ庫 島田健司 出張報告

　①　10月19日～22日　咽O主催で行われだSnow　　studies by Satellites”のセミナー報告
　②　ESOCにおけるMeteosatに関する業務及び施設
　　についての報告

５ 12月２日 パンチ室 井上豊志郎 ①　射出更正
②　窓領域の２チャンネルでの海面水温値の算定

６ 12月16日 ＭＴ庫 山下喜弘 宇宙環境モニタ(SEM)について
　・ＧＭＳ－Ｉに搭載するＳＥＭサブシステムとそ

　　のデータ処理　・太陽活動とsolarflareに伴って、放出される

　　太陽プロトン　・太陽活動と地球周辺空間の状態
　・太陽プロトンと地球大気熱構造

1 9 7 7 (昭和５２）年

７ １月13日 写真資料庫 加藤一靖 ﾌﾛﾘﾀﾞ州ﾏｲｱﾐにあるSFSS(SateIlite Field Service

station)を見学した｡ここではﾙづﾌｨﾙﾑ法による風計算を現

業的に実施しているので､その内容をｽﾗｲﾄﾞによって説明する。

８ １月27日 パンチ室 神子敏朗 NOAA衛星及び'NIMBUS5号における大気の鉛直構造の導出

９ ２月10日 控室 嶋村　克 　(気象衛星講習会資料説明)
解析班が主になって、全国各地の気象官署で講習会を開

いた。内容のﾚﾍﾞﾙは高くはないが基本的なことについて復習する意

味で講習会で用ぃた資料を紹介説明する。

１０ ２月18日 会議室 寺内気象衛
星課長

ＣＧＭＳ－ⅦとＥＣパネルの報告
・CGMS一理
　①　DSP
　②　WEFAX

　③　風計算国際比較　他
・ＥＣパネル
　①　将来の衛星計画
　②　トレーニングセミナー開催　他

１１ ４月28日 会議室 長谷川隆司 オーストラリアでの出張報告
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 9 7 7 (昭和５２）年（つづき）

１２ ５月11日 大会議室 清水喜允 Optimal-variational Analysis Scheme
最適内挿と変分調節をもつ解析スキーム

１３ ５月12日 大会議室 山岸照幸
加藤、竹内
菊池

（1）雲頂高度算出に必要なパラメータの基礎調査
　　－ヒストグラム解析～

島田健司
橋本昇三

（2）静止気象衛星画像から得られた風計算結果の検
　討

１４ ５月23日 控室 浜田忠昭
田崎允一
斎藤　優

静止気象衛星画像から有効な雲移動量を算出するた
めの基礎調査
　一追跡に適する雲パターンー

１５ ６月16日 控室 湯山　生 積雲の発達過程（８ミリ）

１６ ６月27日 大会議室 新田　尚 　(気象庁予報部電子計算室数値予報班長)
講演会　FGGEとMONEXの研究計画について

懇談会　FGGEとMONEXの業務対応等について

１７ ８月11日 大会議室 浜田忠昭
田崎允一
斎藤　優
野田忠彦

ＳＭＳデータによる風計算国際比較報告

1 9 7 8 (昭和５３）年

１８ ５月22日 第一会議室 浜田忠昭
田崎允一
斎藤　優
野田忠彦

（1）静止気象衛星画像から有効な雲移動量を算出す
　るための基礎調査（その２）

　－パターンマッチングに関する自動評価－

青木忠生 (2) Semi-direct Rardom Band Model の精度

１９ ７月11日 第一会議室 山下　洋
町田英三郎

（1）ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑからの再現性と利用上の問題点
（2）1978-Feb-20～Mar. 7のＧＭＳ撮像の動画

２０ ７月20日 第一会議室 加藤一靖 NESSで計画してぃるGOES/SMSのﾌﾞﾛﾀﾞｸﾄについて

２１ ８月４日 第一会議室 青本志生 VISSR IRﾁｬﾝﾈﾙが含む海面温度に関する情報量について・

２２ ８月11日 第一会議室 浜田忠昭
野田忠彦

日本の風計算システム（ＣＷＥＳ）からの算出ベク
トルの精度について

２３ ８月15日 第一会議室 島田健司
橋本昇三

画像処理コンソールによる台風中心位置の推定につ
いて

２４ ８月24日 第一会議室 清水喜允 V I S SR dataの気象解析への利用
Ｉ一気象電報の処理と大気解析スキームー

２５ ８月31日 第一会議室 浜埼雅憲 ＭＣＬシステムと画像データ処理にっいて
　1. MC Lシステム概要
　2.画像データ処理への応用

　3.擬似カラー表示によるloop movieの実演
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

１９７８（昭和５３）年（つづき）

２６ ９月８日 第一会議室 嶋村　克 衛星資料上にみられるDeep Convection

２７ ９月21日 第一会議室 村松照男 ＧＭＳで捕えたpre-frontal squall line　の構造
とそれに伴うsevere storm

－1978年2月28日　地下鉄東西線転覆事故に関して

２８ ９月26日 第一会議室 Dr.A.F.
　HASLER

(NASA GSFC)

Meteorological Parameter Extraction from
Geostationary Satellite Data

(静止衛星資料より求められる気象要素)

２９ 10月５日 第一会議室 斎藤　優 N E S S /Meteorological Satellite Laboratory
出張報告

３０ 11月１日 第一会議室 Dr.W.L.
　Smith

　(NESS)
TIROS-N Vertical Sounding資料の利用

３１ 11月10日 第一会議室 Dr.T.T.
　Fujita

　(シカゴ大学)

V I S SRマルチ観測資料の利用について

３２ (不　　明)

３３ 12月１日 第一会議室 井上豊志郎（１）ＶＩＳＳＲ－ＩＲチャンネルが含む情報量と熱
　帯域における全可降水量の推定法について

青木忠生 （２）ＴＩＲＯＳ－Ｎデータ処理システムについて

３４ 12月７日 第一会議室 渡辺和夫
上田文夫

｢熱帯雲クラスターの日変化｣

３５ 12月13日 第一会議室 清水喜允
鈴木一雄

熱帯の客観解析

1 9 7 9 (昭和５４）年

３６ ２月８日 衛星センタ
ー大会議室

猪川元興
加藤一靖

①　アメダス・衛星の客観解析システム
②　上記システムを用いたケーススタディ
　・アメダス降雨量と衛星ＴＢＢとの対応
　・アメダス地上風による収束・うず度と降雨帯と
　　の対応
　・その他

３月19日|第一会議室上浜埼雅憲
（３月20日にも同一内谷で実施）

①　画像モニタ・システムにっいて

②　小型計算機（ｱﾙﾌｧLSI)の取扱説明および実習

３７ ３月23日 第一会議室 島田健司
橋本昇三

I R　Digital　Data による台風中心の決定

４月５日 第一会議室 Mr.Bruce
　Neal

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ気象局)

Use of GMS Satellite Data in Australia

　オーストラリアでのＧＭＳ衛星データの利用

３８ ４月10日 第一会議室 阿部勝宏 「ひまわり」による海面水温解析

~
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 9 7 9 (昭和５４）年（つづき）

第３９、４０回　（不明：欠番と考えられる）

４１ ４月18日 第一会議室 高橋大知 簡易型座標変換方式

４２ ４月26日 第一会議室 嶋村　克 ＧＭＳ資料を用いた北西太平洋熱帯におけるUpper
LevelCold Lowの解析

４３ ５月16日 第一会議室 小花隆司 （1）地形性絹雲について（Ｏ

村松照男 （2）冬季、日本海西部に発生するＣu, C bライン
　　ー北陸里雪型大雪に関連して－

４４ ５月18日 第一会議室 中村健次 （1）熱帯における　『ＬＦ風ベクトルおよび雲量分
　布』のスペクトル解析

長谷川隆司 気象衛星資料からみた土佐沖低気圧

４５ ６月６日 第一会議室 Dr. Oscar K
　　Huh

Dr. John T.

　Wells

(Louisianastate University)
Remote Sensingof CoastalWaters;Surface
Temperatures,TemperatureGradients,and Heat
Flux Processes

４６ ６月21日 第一会議室 前田紀彦
高橋大知

①　風計算時VI S SR画像の画像ズレについて
②　画像ズレ自動修正プログラムについて

４７ ７月５日 第一会議室 浜田忠昭 ＧＭＳ風計算結果の精度について

４８ ７月18日 第一会議室 小花隆司 ＬＦ法風計算誤差について

４９ 10月１日 第一会議室 John A.
　Leese

　(NESS次長)
TIROS-NSatelliteOperationsについて

５０ 10月22日 第一会議室 阿部勝宏 （1）静止気象衛星「ひまわり」の赤外放射データに
　よる句平均海面水温と半句平均海面水温の算出率

原田知幸
（2）静止気象衛星「ひまわり」による1979年４月の
　紀伊半島沖の冷水塊について

５１ 11月１日 第一会議室 中村健次
杉本清秋

V I S SR輝度分布の出力プログラムとその利用に
ついて

５２ 11月８日 第一会議室 渡辺和夫 オーストラリアにおける気象衛星データの利用状況
について

５３ 12月12日 第一会議室 青木忠生 米国研修報告

５４ 12月19日 第一会議室 廣岡軍港 月によるV I S SR　ＩＲ画像のレベルダウンバン
ドについて

１９８０（昭和５５）年

５５ １月10日 第一会議室 島田健司 熱帯低気圧に関する国際研究集会の報告

５６ １月17日 第一会議室 前田紀彦 マッチング法による台風中心位置推定
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回

５７

５８

5

1 1

6

９

-･

０

６１

６

６

２

３

６４

６

６

５

６

日　時 会　場 発表者

１９８０（昭和５５）年（つづき）

２月７日

２月26日

４月30日

５月14日

５月19日

５月20日

６月23日

８月４日

９月17日

９月25日

第一会議室

第一会議室

第一会議室

第一会議室

第一会議室

第一会議室

第一会議室

第一会議室

第一会議室

第一会議室

村上勝人

猪川元興

山田隆之

W=WW--㎜㎜㎜- - W

渡辺征夫

■-■■還■還■■■■還

加藤政勝

森川幹夫

･-･---･-=･皿-

上田文夫

㎜-㎜-皿㎜-㎜㎜㎜-㎜

小花隆司

木村隆昭

長谷川隆司

三木芳幸

鈴木哲夫

W･----
阿部勝宏

清水喜允

中村健次

里見　穂

元木敏博

黒田雄紀

小佐野慎悟

㎜㎜----皿JJ=gJ=J･

里見　穂

発 表 題 目

　(気象研究所台風研究部)

静止衛星資料およびゾンデ観測資料を用いたGAT
Ｅ領域における大規模積雲活動の解析

　（気象研究所予報研究部）

　「佐々木の変分法」による、ｿﾝﾃﾞﾃﾞｰﾀ･ｱﾒﾀﾞｽﾃﾞｰﾀを用い

た、山を考慮した客観解析（中間報告）

熱低の構造について

（1）気象衛星資料によるＩＴＣＺの解析

(2) G M S風ベクトルの精度の検討

　　　　　(特にＢＦＬについて)

(1)

(1)

-

54－

ＧＭＳ資料による熱帯雲域のスペクトル解析

（2）下層霊域を発達させる上層雲の役割についての

　一見解

(3) G M Sでとらえたオホーツク海の流氷と風との

　関係

　静止気象衛星「ひまわり」

よる可降水量の算出

（4）南岸低気圧（本州南岸沿いを西進後東進する中

　間規模じよう乱）

（5）衛星赤外画像とレーダーェコーとの関係

の赤外放射データに

(2)・赤外資料の格子化による降雨強度の推定

　　‐雲量，雲高，雲高偏差の性質～

　・赤道収束帯から北にのびる雲バンド

（3）対流圏上層の発散うずが台風前期の熱低を形成

　することについて

日本海の季節風の例

　(マルチセグメント観測の中間報告)

(1) Sub-High縁辺の対流性雲バンドの解析

(2) GMSとﾃﾞｼﾞﾀﾙﾚｰﾀﾞによる対流雲の観測（Ｄ

絹雲の追跡によるサブジェット近傍の上層風の算出
　(S SEC滞在報告その１）

（1）南岸低気圧の数値シュミュレーション

（2）熱帯低気圧発生の場の風ベクトルによる解析

浜田忠昭

加藤政勝

J-〃･〃㎜･皿J---

渡辺征夫
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 9 8 0 (昭和５５）年（つづき）

６７
　 1 0 月 3 0 日

丿 晶 - ㎜ - - - - - a =

　 1 1 月 2 1 日

第一会議室 中島　忍 （1）アメリカにおけるＴＯＶＳ処理について

浜田忠昭 （2）アメリカにおけるテレビ放送による天気予報
　　　-S SEC報告その２－

６８ 第一会議室 土屋　喬 オーストラリア出張報告

６９ 12月10日 第一会議室 阿部勝宏 (1) GMSの赤外放射データにより算出した広域海
　面水温値の精度，及び将来の海面水温処理

加藤政勝 （2）南岸低気圧の運動場について

７０ 12月17日 第一会議室 浜田忠昭 S SEC報告（その３）

　①　S SECの組織と運営
　②　画像処理システムMe IDASの機能
　③　その他

1 9 8 1 (昭和５６）年

７１ ２月12日 第一会議室 中村健次
杉本清秋

画像歪修正とＩＰＣ出力を取入れた台風位置の
一次決定

７２ ３月11日 第一会議室 浜田忠昭 現業風計算結果に付加する高度の改良について
　(主として下層算出風)

７３ ４月７日 第一会議室 山下　洋
柴田　宣
清水喜允
三木芳幸

Infrared Parameters for Nowcasting

　　　　　　　　　Severe
Rain Storm

大雨の実況予報の赤外因子；大雨の予警報の適

切な発表に資する衛星側の貢献を考える。

７４ ４月17日 第一会議室 長井嗣信 （1）（地磁気観測所）
　ＧＭＳによる磁気圏嵐の観測

須田友重 （2）（気象研究所）
　太陽宇宙線について

７５ ４月23日 第一会議室 中村健次 上層の高気圧欧循環と台風の発生

７６ ５月19日 土屋　喬

(第７６～８０回は資料がないため不明)

1 9 8 2 (昭和５７）年

８１ ４月27日 第一会議室 島田健司
内田雅夫

「ＴＢＢによる台風の中心気圧の予想」について

８２ ５月６日 第一会議室 佐藤一吉 ユーザ室の開設にともなう、ｾﾝﾀｰﾙｰﾁﾝの改迪にっぃて

８３ ５月12日 第一会議室 住　明正 （気象庁予報部電子計算室）
study Conference on Observing System

　Experiment (JSCの数値予報作業委員会主催、
イギリス　1982.4､19-4.22)についての報告
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 9 8 2 (昭和５７）年（つづき）

８４ ５月14日 第一会議室 青木忠生
中島　忍

ＴＯＶＳデータ処理で得られる鉛直分布データの精
度にっいて

８５ ５月17日 第一会議室 元木敏博 (1) GMSデータから求めた雲移動ベクトルによる
　季節風の解析

渡辺征夫 (2)NESS応用研究所滞在報告

８６ ５月21日 第一会議室 浜田忠昭
加藤一靖

ひまわりの風計算システムにおける客観的雲指定法
の開発

　その１：ヒストグラム解析法
　その２：処理試験結果

８７ ５月31日 第一会議室 武田信夫 　(気象庁総務部企画課)
欧米諸国の気象業務における]ﾝﾋﾞ1-ﾀ利用の現状調査報告

８８ ７月29日 第一会議室 市沢成介
浜田忠昭

可視画像と赤外画像による風計算結果の比較につい

て

８９ ９月28日 第一会議室 市沢成介 風計算処理高速化のためのテスト（一段一段マッチ
ング処理）結果報告

９０ 10月15日 第一会議室 高野　功 ２つの衛星からの同時観測

９１ 11月１日 第一会議室 舟田久之
荒井　浄

メキシコ・エルチチョン山噴火による火山灰の気象
衛星による観測について

９２ 11月17日 第一会議室 楡井壮一 ＧＭＳによる雲頂高度とパイロット報告との比較

９３ 11月30日 第一会議室 石川正勝 総観雲頂高度算出処理のプロダクトの精度向上につ
いて

９４ 12月14日 第一会議室 島田健司
内田雅夫

TBBを利用した台風の強さの予測（その２）

1 9 8 3 (昭和５８）年

９５ ２月18日 第一会議室 黒田雄紀 （1）雲画像の特徴と雲解析の着目点

加藤政勝 （2）TOVSﾃﾞｰﾀ（水蒸気、温度）の検討および解析例

９６ ３月10日 第一会議室 坂田俊夫 昭和57年度気象衛星講習会の内容

①　雲画像の解析について、東支那海に発生する低気圧

②　豪雨の雲画像について

③　台風の雲解析について

９７ ３月18日 第一会議室 一木明紀
高橋大知
香月修一
山木孝二
富樫正明

(1) GMS-l,GMS-2同時観測によるT88の差について

市沢成介 （2）衛星風と高層観測風の比較
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 9 8 3 (昭和５８）年（つづき）

９８ ５月24日 第一会議室 市沢成介 ①　自動雲指定法における相関値計算領域の大きさ
　が与える取得ベクトル数の相違
②　衛星風の精度

９９ ７月５日 第一会議室 青木忠生
中島　忍

ＴＯＶＳ新係数決定システム

１００ ９月８日 第一会議室 富樫正明
山本、一木
高橋、香月

(1) GMS」,GMS-2同時観測によるT88の差について
（2）同上　考察

高野　功
杉本清秋

(3) GMS~1,GMS-2同時観測による雲頂高度観測

１０１ ９月29日 第一会議室 阿部勝宏 オーストラリア気象局の計算機システム及び研究業
務について

１０２ 10月13日 第一会議室 浜田忠昭 （1）衛星風と船で観測された海上風の比較

青木忠生 （2）小型で極めて強い台風の場合に生じるIR Dvorak法

１０３ 11月１日 第一会議室 島田健司 小型で極めて強い台風の場合に生じるIR Dvorak法
の問題点

１ ０ ４ 11月17日 第一会議室 浜田忠昭 気候研究のための海上の風のデータセットについて
のワークショップ参加報告

１０５ 12月15日 第一会議室 明石秀平 VISSR画像データのセグメント化について
　　(中間報告)

1 9 8 4 (昭和５９）年

１０６ ２月24日 第一会議室 島田健司
桃井保清

フィリピン気象局におけるＧＭＳデータ利用セミナ
ーの報告

１ ０ ７ ２月27日 第一会議室 坂田俊夫
荒井　浄
見立陽一

衛星資料の短時間・短期間予報への利用
①　渦度の動きと雲分布の変化

②　「本州南岸を西進して発達する中規模の雲シス
　テム」の予測手法の客観化

１０８ ３月２日 第一会議室 鴨志田章
加藤政勝

気象衛星資料利用講習会の内容について
①　ＬＲ－ＦＡＸについての説明

②　画像上での雲形判別と注目すべき霊域
③　発達する低気圧に伴う霊パターンと日本海低気
　圧の事例解析
④　５８年山陰豪雨及び南岸低気圧

１０９ ５月17日 第一会議室 元木敏博 (1) GMSによる上層風ベクトル場の長期変動

坂田俊夫 （2）安定屠が地衡風波動へおよぼす影響について

徳野正己 （3）NOAA-7 AVHRRによる地表面温度分布の解析

久保田効 （4）地球放射収支の海陸による差異について
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 9 8 4 (昭和５９）年（つづき）

１ １０ ９月５日 第一会議室 Lee Hee-
Hoon

　(韓国中央気象台)
韓国における気象業務について

１１１ 10月11日 第一会議室 井手和夫 第６回日豪合同会議に出席して

１ １２ 10月19日 第一会議室 元木敏博
小佐野慎悟

GMSﾃﾞｰﾀによりﾚｰﾀﾞｰｴｺｰ指数を推定する試みについ

て

１１３ ９月５日 第一会議室 小坂義裕
山本　誠

　(富士通㈱)

MeIDASシステムについて

言よ湿謬 第一会議室 富樫正明西田淑博
GMS-2ﾊｳｽｷｰﾋﾟﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ長期解析ｸﾞﾗﾌについて

１　１５ 12月18日 第一会議室 一木明紀 航空気象官署におけるBELOW MINIMA現象に対する衛
星資料の利用について

1 9 8 5 (昭和６０）年

１１６ １月10日 第一会議室 上田真也川端清司
鈴木孝雄

（1）ストレッチドV I S SR方式及びUHF回線の利

　用について

富樫正明
西田淑博

(2) GMS-2ﾊｳｽｷｰﾋﾟﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ長期解析ｸﾞﾗﾌについて

１１７ ２月15日 第一会議室 佐々木秀行
山岸照幸
坂田俊夫

LR-FAXを中心とした衛星センターから配信される資
料の利用法（気象衛星資料利用講習会の内容につい

て）

１１８ ２月28日 第一会議室 高野　功
斉藤和雄

ﾌｧｲﾝﾒｯｼ1点での下層雲ﾍﾞｸﾄﾙの統計的解析

１１９ ３月13日 第一会議室 久保田効 （1）ISCCP資料管理作業委員会第４回会議に出席して

青木忠生 (2) TOGA (1984年３月）およびTOVS (1985年２月）

　国際会議報告

１ ２ ０ ３月18日 第一会議室 木場博之 ドボラック法による台風の強度解析を画像処理コン
ソールで行うプログラムの試作

１２１ ４月26日 第一会議室 吉田泰治
　　所長

今後の気象衛星システムについてのフリー・ディス

カッション

１ ２ ２ ５月７日 第一会議室 市成　隆 （1）台風の近傍で明瞭になった寒冷前線性霊列

高橋永寿 （2）西進性雲システムの九州付近での事例解析

内山徳栄 (3) GMS画像で解析された層積霊域の相対湿度の鉛
　直プロファイルの統計
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

１９８５（昭和６０）年（つづき）

１ ２ ３ ５月16日 第一会議室 元木敏博
島田健司

(1) GMSデータに見られる合風に発達するTDの特性

斉藤和雄
高野　功

（2）本州南岸沖の停滞性雲システムの衛星風ベクト
　ル

高野　功
斉藤和雄

（3）短時間間隔で撮影されたGMS画像による下層風
　の観測

１２４ ６月21日 第一会議室 吉田泰治
　　所長

微格子力学モデルの物理過程について

１２５ ６月27日 第一会議室 浜田忠昭 　(気象庁予報部数値予報課)
FGGEのまとめの会議出席報告(GENEVA, 1985, 5,27-31)

１２６ 10月14日 第一会議室 久保田効 地球放射収支の海陸差

１２７ 11月12日 第一会議室 (気象庁予報郎長期予報課)

栗原弘一 （1）東アジアの異常気候について

林　久美 （2）ITCZの季節変化と季節内変動について

１２８ 11月13日 第一会議室 白井紀一郎 昭和60年度航空気象予報技術検討会にむけて、空港
BELOW MINIMAに関し、霧、降雪、強雨別の衛星資料
よりのコメント

１２９ 11月28日 第一会議室 増田一彦 大気・海洋系における上向き放射強度と偏光度

１３０ 12月10日 第一会議室 松田修三 中国出張報告　一中国DCPの技術指導を終えて－

１３１ 12月19日 第一会議室
久保田功
内田明博
三田昭吉
竹内義明
用貝敏郎

放射シュミレーションの計画

１３２ 12月24日 第一会議室 小佐野慎悟
元木敏博
鈴木和史

GMSからレーダー・エコー強度を推定する試み（そ
の２）

１３３ 12月27日 第一会議室 徳野正己
中村和信

GMS雲量分布の長期変動調査のための資料作成(1)
-一半旬および月平均データビデオ化の試み－一一

1 9 8 6 (昭和６１）年

１３４ ２月28日 第一会議室 鈴木和史 VFM予想図の雲解析への利用

１３５ ３月27日 第一会議室 久保田効
内山明博
三田昭吉

藤村弘志竹内義明
用貝敏郎

放射シュミレーションの経過報告

-
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 g 8 6 (昭和６１）年

１３６ ５月20日 第一会議室 元木敏博 (1) GMSﾃﾞｰﾀとｴｺｰ強度から降水強度を推定する試みＩ

小佐野慎悟（2）同　Ⅱ

鈴木和史 （3）暖気移流時に現れるオープンセル

徳野正己 （4）NOAA AVHRRデータによるVEGETATION INDEXの季
　節変動について

竹内義明 （5）雲の水平パターンのフラクタル構造

竹内義明 （6）放射伝達問題における球面関数展開法の計算手
　順について

内山明博 （7）透過関数の指数関数和による近似について

大沢和裕 （8）中国の西部山岳地帯に発生する濃密上層雲域の
　事例解析

木場博之 （9）台風の気圧中心の東方に偏在する積乱雲の雲渦
　の解析（序報）

内山明博 （10》GMSからの海面水温の推定について

１３７ ７月４日 第一会議室 黒崎明夫 ISCCP会議に出席して

１ ３ ８ ７月８日 第一会議室 明石秀平

木場博之原田和幸
市成　隆

赤外及び可視画像によるDvorak法の比較について

１３９ 11月20日 第一会議室 村山信彦
　　所長

第15回CGMS出席報告

１４０ 12月18日 第一会議室 小佐野慎悟
元木敏博
鈴木和史

｢GMSデータとレーダー強度から降水強度を推定す
る試み(3)｣

　昭和61年度全国予報技術検討会にむけて

1 9 8 7 (昭和６２）年

１４１ ２月４日 第一会議室 増淵光蔵
斉藤武夫

（1）ストレッチドVISSR伝送方式及び受信局の対応

　について

田中敏晴 (2) GMS-3によるCDF伝送実験の結果について

１４２ ５月19日 第一会議室 麻生　正
大沢和裕
竹内義明

（1）衛星雲画像による雲型判別の精度向上について

　　　ｎ　雲特徴パラメーターの緯度変化

佐々木秀行（2）A GMS から算出される雲量と地上観測による雲
　量の比較

佐々木秀行（3）B GMS の赤外チャンネルで観測した陸上の晴天
　輝度温度の特徴

一 60－
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回 日　時 会　場 発表者 発　　　表　　　題　　　目

1 9 8 7 (昭和６２）年（つづき）

１４３ ５月19日 第一会議室 操野年之 GMS赤外窓領域のRadianceから長波長放射量（全赤
外領域Flux)を推定する試み

１４４ ５月22日 第一会議室 (映画) (1)対流の発達(SMS-1,GOES-Eﾐｼｶﾞﾝ湖３分間隔)
(2)雷雲の発達
　　　(GOES-E,VIS 3分間隔ﾚｰﾀﾞｰｴｺｰ合成)
(3)発達した温帯低気圧(GOES-E大西洋)

(4)霧の検出と解釈(GOES-E-W山霧と海霧)
　　　　　　　東大・海洋研究所提供フィルム

１４５ ９月17日 第一会議室 (映画) （1）沖の鳥島観測所建設工事（昭和14年未完成）
（2）ありし日の鳥島気象観測所（昭和38年頃のもの）

１４６ ９月25日 第一会議室 萩原　武 台風解析技術開発の結果について(Phase D

１４７ 10月12日 第一会議室 麻生　正
木川誠一郎

衛星から見た中・ソ国境付近で発生した山火事の煙
の移動

１４８ 11月９日 第一会議室 三田昭吉
徳野正己
高橋永寿
高橋幸男

MOS-1データによる雲形判別

１４９ 12月16日 第一一会議室 大島　隆
内田裕之

（1）衛星風による台風周辺の風の場の推定

鈴木和史
諸矢雄三

（2）衛星データを用いた降水強度の推定

伊藤秀喜 （3）高々度の乱気流発生滅と雲パターンの対応

１５０ 12月25日 第一会議室 高橋大知 フィリッピン出張報告
　気象衛星通信受信用機材供与に関する調査

1 9 8 8 (昭和６３）年

１５１ ３月17日 第一会議室 丸山健人
森　一正

　（気象研究所）
ｴﾙﾆｰﾆｮ特別観測　「なつしま」による気象観測

１５２ ３月16日 第一会議室 (長期予報業務における衛星資料の利用にっいて、長期予報課)

山田慎吾 （1）エルニーニョの監視

渡辺文雄 （2）対流活動の季節内変動の監視

林　久美 （3）TBB,上層雲量とNOAA ・OLR データとの比較

１５３ ３月17日 第一会議室 麻生　正 ベトナム出張報告

一
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付録２　技術検討会世話人

期　　　　　　　　　　間 世　話　人

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

1976 (昭和51）年10月　～　1980 (昭和55）年３月

1980 (昭和55）年４月　～　1982 (昭和57）年３月

1982 (昭和57）年４月　～　1983 (昭和58）年３月

1983 (昭和58）年４月　～　1983 {昭和58）年９月

1983 (昭和58）年10月　～　1985 (昭和60）年３月

1985 (昭和60）年４月　～　1987 (昭和62）年３月

1987 (昭和62）年４月　～　1988 (昭和63）年３月

木村光一

加藤政勝

石川正勝

一木明紀

阿部勝宏

田中　昭

吉塚健一

ｺごクノ8プビ
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88年
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